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飛
騨
清
見
「
せ
せ
ら
ぎ
街
道
」

　

高
山
市
中
心
街
か
ら
白
川
村
に
向
か
う
国
道

一
五
八
号
線
は
高
山
市
清
見
町
中
心
街
で
郡
上

市
明
宝
に
向
か
う
県
道
三
七
号
線
に
分
か
れ
ま

す
。
清
見
町
へ
は
昨
年
高
山
市
街
地
ま
で
完
成

し
た
中
部
縦
貫
自
動
車
道
で
各
地
か
ら
の
ア
ク

セ
ス
が
さ
ら
に
便
利
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

県
道
三
七
号
線
を
通
称
「
せ
せ
ら
ぎ
街
道
」
と

呼
び
、
約
三
五
㌔
㍍
行
っ
た
と
こ
ろ
に
、
大
原

（
お
っ
ぱ
ら
）
森
林
事
務
所
が
管
轄
す
る
高
山

市
清
見
町
大
原
地
区
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
大
原
地
区
は
い
ま
も
豊
か
な
自
然
が

残
っ
て
お
り
、
小
学
校
跡
を
活
用
し
た
「
お
っ

ぱ
ら
自
然
体
験
セ
ン
タ
ー
」
の
裏
側
に
は
個
体

数
の
多
い
こ
と
で
は
飛
騨
随
一
と
い
わ
れ
る

「
カ
タ
ク
リ
群
生
地
」
が
あ
り
ま
す
。
カ
タ
ク

リ
は
日
本
特
有
の
植
物
と
言
わ
れ
、
林
の
中
の

雪
が
解
け
た
こ
ろ
に
芽
吹
き
前
の
落
葉
広
葉
樹

林
の
林
床
に
姿
を
見
せ
、
ほ
か
の
植
物
が
茂
る

こ
ろ
に
は
姿
を
消
す
こ
と
か
ら
「
早
春
植
物
」

と
か
「
春
植
物
」
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
大
原
で
は
四
月
下
旬
か
ら
五
月
上
旬
に
か

け
て
一
斉
に
可
憐
な
花
を
咲
か
せ
、
い
つ
も
は

静
か
な
大
原
地
区
も
可
憐
に
咲
く
花
の
姿
に
見

入
る
多
く
の
方
で
賑
わ
い
ま
す
。

　

大
原
地
区
に
は
、
一
ッ
梨
国
有
林
、
マ
ツ
谷

国
有
林
及
び
大
原
国
有
林
の
三
つ
の
国
有
林
が

あ
り
ま
す
。
過
去
に
は
直
営
生
産
が
華
や
か
に

お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
は
間
伐
作
業

な
ど
森
林
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
る
国
有
林
で

す
。
一
ッ
梨
国
有
林
の
下
流
に
位
置
す
る
楢
谷

に
は
高
山
市
の
巨
木
に
も
選
ば
れ
た
サ
ワ
ラ

（
幹
周
り
一
、二
一
五
㌢
㍍
、
樹
高
二
五
㍍
）
な

ど
の
巨
樹
が
人
知
れ
ず
河
畔
に
林
立
し
て
お

り
、
豊
か
な
自
然
を
体
感
す
る
隠
れ
た
穴
場
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
大
原
地
区
を
走
る
国
道
二
五
七
号
線

沿
い
は
春
の
新
緑
、秋
の
紅
葉
な
ど
と
と
も
に
、

美
し
い
川
の
流
れ
な
ど
す
ば
ら
し
い
渓
谷
美
が

多
く
の
方
を
魅
了
し
、
平
成
八
年
に
は
「
せ
せ

ら
ぎ
渓
谷
県
立
自
然
公
園
」
に
指
定
さ
れ
た
ほ

か
、
大
原
地
区
に
あ
る
「
道
の
駅　

パ
ス
カ
ル

清
見
」
の
ラ
ベ
ン
ダ
ー
園
も
観
光
の
ス
ポ
ッ
ト

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

大
原
地
区
が
賑
わ
う
時
期
を
も
う
一
つ
紹
介

し
ま
す
。
そ
れ
は
清
流
馬
瀬
川
で
六
月
か
ら
始

ま
る
鮎
の
友
釣
り
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
馬
瀬
川
の

ア
ユ
は
全
国
的
に
有
名
で
す
が
、
そ
の
最
上
流

部
に
位
置
す
る
大
原
地
区
は
知
る
人
ぞ
知
る
ア

ユ
太
公
望
の
メ
ッ
カ
と
な
っ
て
お
り
、
シ
ー
ズ

ン
に
は
多
く
の
釣
り
人
で
賑
わ
い
ま
す
。
そ
し

て
管
内
三
つ
の
国
有
林
は
こ
の
清
流
馬
瀬
川
の

源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
馬
瀬
川
は
昨
年
九
月
に
東
京
で
開
か
れ

た「
利
き
鮎
会
ス
ペ
シ
ャ
ル
ｉ
ｎ
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
」

で
、
全
国
で
味
に
定
評
の
あ
る
十
七
河
川
の
ア

ユ
の
利
き
味
が
催
さ
れ
、
な
ん
と
日
本
一
の
栄

冠
に
輝
き
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
お
国
（
川
？
）
自
慢
の
鮎
が
出

品
さ
れ
る
中
、
審
査
員
が
塩
焼
き
の
味
に
舌
鼓

を
う
ち
、
美
ア
ユ
日
本
一
を
競
う
も
の
で
、
審

査
員
に
は
漫
画
「
釣
り
キ
チ
三
平
」
著
者
の
矢

口
高
雄
さ
ん
ら
自
他
共
に
許
す
ア
ユ
好
き
が
そ

ろ
っ
て
の
審
査
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
景
色
よ
し
」、「
味
よ
し
」、「
自
然
よ
し
」

ど
う
ぞ
日
本
一
の
味
を
楽
し
み
に
皆
様
「
飛
騨

清
見
せ
せ
ら
ぎ
街
道
」
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　【
ア
ク
セ
ス
】

◆
中
部
縦
貫
自
動
車
道
高
山
西
Ｉ
Ｃ
か
ら
高
山

市
街
方
面
へ
向
い
、
途
中
の
県
道
七
三
号
線

（
主
）「
高
山
清
見
線
」
に
て
、
郡
上
市
方
面
へ

車
で
約
四
〇
分
。

　
　

　
　

取
り
組
む
こ
と
と
し
て
お
り
、
こ
れ
を
機
に
、

さ
ら
に
地
域
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
考

え
で
す
。

楢谷の巨樹群
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